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Foreign Missionary Society of the Methodist Episcopal Church、以下、 WFMS と略す）は、世界の各
国・各地域に女性宣教師を送った。最初に 1870 年にインド、翌年 1871 年に中国、1874 年に日本、
1885 年に朝鮮へ、それぞれ女性宣教師を派遣した。その他にも、南米（1874 年にメキシコなど）、





























































で明らかにしたため 6、ここでは、3 カ国の比較から明らかになる WFMS の女子教育の特徴を中
心に論じる。





まず、WFMS は、中国、日本、朝鮮の 3 カ国においていかに女子教育を開始したかを見てみ
よう。中国の場合、日本と朝鮮とは違って、WFMS の女性宣教師に先んじて派遣された同派教会
（アメリカ北部メソジスト監督教会）の宣教師により女子教育が開始された。すなわち、二人の牧
師（Henry Hickock、Robert S. Maclay）が 1847 年に福建省の福州に派遣され、マクレイ牧師の妻
が 1850 年 12 月末に 6人の女子生徒の初等教育を始めたのである。また、1859 年に同派教会から
未婚の二人の女性宣教師（姉妹である Beulah Woolston と Sarah Woolston）が加わり、同年 11 月
に中国における同派教会の最初の女学校（寄宿学校）を福州に開設した。彼女たちは、社会の冷
淡な反応に苦しみながらも入学者を増やしていくが、病に倒れ、一時期アメリカに帰国した。そ
ののち、1871 年に WFMS 所属の女性宣教師として福州女学校に赴任した 7。












同じく日本では、1879 年に WFMS からエリザベス・ラッセル（E. Russel）が長崎に派遣され、同
年に女子教育（後に活水女学校）を開始した。1887 年に中等課程、1889 年に高等科（カレッジ課
程）が設けられた。
朝鮮には WFMS より 1885 年 6 月にメリ・F・スクラントン（M. F. Scranton）が派遣されたが、
女子生徒が集まらず、女子教育はやっと翌年 5月末に一人の生徒でスタートした（後に梨花学堂）。
中等課程も中国と日本に比べてかなり遅れ、1904 年に開設された。
以上のように WFMS は、19 世紀半ばから後半にかけて東アジア 3カ国で女子教育を始めた。そ






















































中国  91 16 107 40 264 18 2 1 325 48 413 461 97 5,457 1,858 51 48 7,511 
日本 34 11 45  8 7 6 1 2 24 22 185 207 507 1,190 685 59 248 2,689 
朝鮮 26 16 42 - 95 4 1 - 100 12 68 80 - 1,539 226 11 - 1,776 
小計 151 43 194 48 366 28 4 3 449 82 666 748 604 8,186 2,769 121 2,072 11,976 
1915 
中国 120 22 142 15 361 19 1 1 397 66 561 627 434 8,618 2,147 106 50 11,355 
日本 39 10 49 11 7 6 1 1 26 2 174 176 528 1,226 801 31 57 2,643 
朝鮮 25 16 41 1 60 3 1 - 65 7 132 139 70 2,648 524 15 - 3,257 
小計 184 48 232 27 428 28 3 2 488 75 867 942 1,032 12,492 3,472 152 107 17,255 
1920 
中国 145 17 162 20 335 24 4 3 386 66 680 746 631 8,898 2,597 267 145 12,538 
日本 42 6 48 14 5 7 2 5 33 19 185 204 821 853 1,310 40 120 3,144 
朝鮮 23 8 31 11 33 2 1 - 47 13 140 153 265 2,123 250 60 - 2,698 
小計 210 31 241 45 373 33 7 8 466 98 1,005 1,103 1,717 11,874 4,157 367 265 18,380 
1925 
中国 206 18 224 22 393 19 1 4 439 85 863 948 898 13,266 1,276 80 68 15,588 
日本 48 6 54 13 7 5 1 4 30 23 192    215 613   430 1,993 82 366 3,484 
朝鮮 45 14 59 8 80 3 1 5 97 14 240 254 1,426 4,865 222 19 415 6,947 
小計 299 38 337 43 480 27 3 13 566 122 1,295 1,417 2,937 18,561 3,491 181 849 26,019 
1930 
中国 131 6 137 30 343 26 1 5 405 76 905 981 1,309 13,612 1,848 104 107 16,980 
日本 32 6 38 15 - 5 1 2 23 21 218 239 967 - 2,224 110 89 3,390 
朝鮮 48 - 48 11 112 4 1 8 136 23 344 367 1,752 5,929 653 142 673 9,149 
小計 211 12 223 56 455 35 3 15 564 120 1,467 1,587 4,028 19,541 4,725 356 869 29,519 
1935 
中国 91 8 99 30 269 24 1 10 334 74 932 1,006 1,723 13,790 2,164 70 371 18,118 
日本 29 2 31 18 - 5 1 2 26 23 220 243 936 - 2,461 73 160 3,630 
朝鮮 27 4 31 14 87 6 1 2 110 22 322 344 2,922  5,416 1,288 249 98 9,973 
小計 147 14 161 62 356 35 3 14 470 119 1,474 1,593 5,581 19,206 5,913 392 629 31,721 
1939 
中国 85 4 89 38 173 20 1 3 235 38 807 845 2,212 11,805 2,524 86 80 16,707 
日本 27 4 31 22 - 6 1 2 31 22 250 272 1,242 - 2,656 53 214 4,165 
朝鮮 30 11 41 37 91 3 1 8 140 17 371 388 3,140 9,307 938 239 800 14,424 
小計 142 19 161 97 264 29 3 13 406  77 1,428 1,505 6,594 21,112 6,118 378 1,094 35,296 
表 1　東アジアにおけるWFMS開設女子教育機関







　　⑤  1925 年以降のカレッジ学校数および学生数は、WFMS がかかわるユニオン女子カレッジは含まない。た
だ、朝鮮に開設された女子カレッジは、1933 年度以降、ユニオン女子カレッジに転換したが、3 カ国の
比較のために示す。







における WFMS の教育活動が体系的に記されるようになった。また、『年次報告』は 1919 年度か
ら『年報』に代わり、1939 年度まで続く。（表 1）では、1912 年度、1915 年度、1920 年度、1925




子学生も多い。1912 年度、中国に幼稚園 40 校、初等学校 264 校、中等学校 18 校、カレッジ 2校、
その他（実科・技芸学校など）1 校が開設されており、その合計 325 校に在籍する生徒・学生は
7,511 人である。それに比べて、日本の場合は、幼稚園 8 校、初等学校 7 校、中等学校 6 校、カ
レッジ 1校、その他 2校（合計 24 校）の全体在籍者は 2,689 人である。朝鮮の場合は、初等学校
95 校、中等学校 4 校、カレッジ 1 校（合計 100 校）の全体在籍者は 1,776 人である。日本より朝
鮮に学校が多く設立されたが、在籍者は日本よりかなり少なかった 12。
1939 年度になると、中国 235 校（在籍者 16,707 人）、日本 31 校（在籍者 4,165 人）、朝鮮 140
校（在籍者 14,424 人）の規模に達しており、25 年以上に亘って WFMS により実施された女子教
育は、東アジアで発展し続けた。中国における WFMS の学校は減ったものの、その学校で学ぶ女
子生徒・学生は 2倍以上になった。日本でも WFMS の学校に通う生徒・学生は、年々少しずつ増
加した。しかし、学校も、在籍者も、中国や朝鮮に比べれば、その伸び方は緩やかであった。
図 1　東アジアにおけるWFMS開設女子教育機関の学生数の推移













ち、初等学校は 173 校（73.6％）、朝鮮では全体教育機関（140 校）のうち、91 校（65％）が初等
学校であった。日本では、1926 年度以降は初等教育から撤退し、中等教育に専念することになっ
た。1939 年度、中等教育機関の在籍者（2,656 人）は、全体 4,165 人の 63.8％である。
なぜ、このような特徴が生じたか。中国と朝鮮に比較して、日本では国家による女子教育がい
ち早く発達し、官公立小学校における女子生徒の就学率は、学制発布（1872 年）の翌年に 15.1％










































時、中国、日本、朝鮮に WFMS が作り上げていた「教育ビラミッド」を図で示すと、（図 2）の
通りである。













程の学校（the Foochow Conference Seminary）が
開設された。しかし、カレッジへと発展せず、
1906 年に閉校となった。華南女子大学（Woman’






































































たのである。それは日本では 1889 年（活水女学校高等科）、中国では 1908 年（華南女子大学）、
























女子大学（North China Union College for Women、
1921 年から燕京大学女子部 Yenching College for 
Women へ）である。WFMS が運営に参加したの
は、1918 年または 1919 年頃からである。また、
同じ時期に華北女子医科大学（North China Union 
Medical College for Women、1907 年に開設、1924
年から山東キリスト教大学医科大学 School of 
Medicine, Shantung Christian University へ合併）
の運営にも加わった。さらに、WFMS は、華西ユニオン大学女子部（Woman’s College, Chengtu 
Union University、1924 年に開設）にもかかわることになった。
要するに、WFMS が中国で単独で設立した女子カレッジは、1915 年以前には 2校（華南女子大
学、華中女子大学）、1915 年以降には 1 校（華南女子大学）のみである。また、WFMS が運営に
かかわったユニオン女子カレッジは、1924 年以前には 3校（金陵女子大学、華北ユニオン女子大
学、華北女子医科大学）で、それ以後、華西ユニオン大学女子部が加わり 4校になる。
























































ユニオン女子カレッジ 合計 備	 	 考 
学校数 学生数 学校数 学生数 学校数 学生数 
1912 
中国 2 51 2 51 1905 年、華北ユニオン女子大学が開設される。WFMS
はこの時点では参加していない。 日本 1 59 1 59 
朝鮮 1 11 1 11 
小計 4 121 4 121 
1915 
中国 1 106 1 106 この年、南京女学校大学科が、金陵女子大学として発足。
しかし、同年の『年次報告』にその統計なし。 日本 1 31 1 31 
朝鮮 1 15 1 15 
小計 3 152 3 152 
1920 
中国 1 145 3 122 4 267 東京女子大学は反映されていない。 
日本 1 23 1 17 2 40 
朝鮮 1 60 - - 1 60 
小計 3 228 4 139 7 367 
1930 
中国 1 104 4 151 5 255 
日本 1 110 1 432 2 542 
朝鮮 1 142 - - 1 142 
小計 3 356 5 583 8 939 
1935 




日本 1 73 1 92 2 165 
朝鮮 - - 1 249 1 249 
小計 2 143 6 638 8 781 
1939 
中国 1 86 4 327 4 413 中国における華西ユニオン大学女子部の統計なし。 
日本 1 53 1 398 2 451 
朝鮮 - - 1 239 1 239 




が（図 5） で、理由は定かではないが、学生数が急激に増えたり（1926 年）、減ったりした（1935
年）年度を除いた。1912 年に女子カレッジに在籍した女性は、中国、日本、朝鮮をあわせて 121
















出所：WFMS, Annual Report, 1912-1917（1914、18 年度は未入手）; 

































鮮に 1 校（梨花女子大学）の他、インドの 1 校








まず、1915 年に始めた、姉妹カレッジ支援運動（the Sister College Movement）がある。「あな
たの小遣いを（東洋の女性と）シェアしよう」（Share your spending money）というプランを立て、
多くのアメリカ女子大学や女子大学生に呼びかけたのである。この運動の詳細は今後明らかにし




次に、1930 年に WFMS は、海外カレッジ支援運動（College Abroad Movement）を始めた。次
の引用から分かるように、この運動は、アメリカ人女性たちが海外のカレッジを財政的に支援す
るだけではなく、WFMS がかかわるカレッジの在学生をアメリカに招き、交流することを目的と
した。「第 61 回の年次執行委員会（1930 年）で、カレッジ・アブロード・ムーブメントを立ち
上げることが決まった。この運動は、5つの女子大学（Ewha College, Hwa Nan College, Woman’ s 













東アジアに最初に開設した女子カレッジであり、東アジアで WFMS が単独に運営した 3 校の女
































女子大学には 309 人の在学生があるが、彼女らは満州、朝鮮、中国、台湾、そして 35 カ所の日本
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